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5 章では，周期ノマルス列入力を受ける振動性膜の振舞いを解析した。特に周期パルス列を受ける Bonhoeffer-v an 
der Pol 振動子の振舞いが，定性的にではあるがペースメーカ細胞を用いた電気生理学実験の結果をほぼ完全に説






7 章では，可興奮/振動性膜の結合系を 2 種類構築し，その振舞いを調べた。 1 つは多数の可興奮性膜が電気的に







とめたものであり，次の 8 章からなる o
第 1 ， 2 章では，神経系における情報の定義と，その担い手について述べた。またニューラルコーディングの力学











パルス刺激を受ける振動子のダイナミクスを l 次元離散力学系に還元し振動子の振舞いの変化をこの l 次元写像の
パラメータ変化に伴う分岐現象として説明した。さらに，振動子が出力するインパルス列の様々な時間パターンと，
l 次元離散力学系モデルのアトラクタとの関係を詳細に調べた。第 6 章では，周期パースト刺激や周期的に周波数変
調されたパルス列入力を受ける振動性膜の振舞いを調べた。第 7 章では，可興奮/振動性膜の結合系を 2 種類構築し，
その振舞いを調べた。
本論文は，神経系における情報コーディング様式の解明に力学系の観点から迫るもので得られた成果は神経生理
学のみならず力学系理論の分野でも価値がある。
よって本論文は学位論文として価値あるものと認められる。
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